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令 和 ２ 年 

 

上砂川町議会第２回定例会会議録（第１日） 

 

６月１７日（水曜日）午前１０時００分 開 会 

午前１１時０４分 散 会 

 

〇議事日程 第１号 

第 １ 会議録署名議員指名について 

第 ２ 会期決定について 

    ６月１７日～６月１９日 

    ３日間 

第 ３ 諸般の報告 

    １）議会政務報告 

    ２）上砂川町議会庁舎建設特別委員会の委員長の互選結果報告 

    ３）上砂川町議会議員定数等審査特別委員会の正副委員長の互選結果報告 

    ４）第１回砂川地区保健衛生組合議会臨時会結果報告（伊藤議員） 

    ５）第１回砂川地区広域消防組合議会臨時会結果報告（伊藤議員） 

    ６）第２回砂川地区広域消防組合議会臨時会結果報告（伊藤議員） 

    ７）（株）上砂川振興公社令和元年度決算並びに令和２年度事業計画報告（副町 

      長） 

    ８）例月出納検査結果報告（３・４・５月分） 

第 ４ 町長行政報告 

第 ５ 教育長教育行政報告 

第 ６ 報告第 ４号 継続費の精算報告について「令和元年度上砂川町一般会計継続費 

           精算報告」 

第 ７ 議案第１４号 役場本庁舎省エネルギー設備工事請負契約締結について 

第 ８ 議案第１５号 下鶉生活館建設工事請負契約締結について 

第 ９ 議案第１６号 上砂川町逢来橋長寿命化補修工事請負契約締結について 

    ※ 議案第１４号～第１６号までは、質疑・討論・採決とする。 

第１０ 議案第１７号 上砂川町税条例等の一部を改正する条例制定について 

第１１ 議案第１８号 上砂川町手数料条例の一部を改正する条例制定について 

第１２ 議案第１９号 固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例制定について 

第１３ 議案第２０号 上砂川町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例制定 

について 

第１４ 議案第２１号 令和２年度上砂川町一般会計補正予算（第５号） 
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    ※ 議案第１７号～第２１号までは提案理由・内容説明までとする 

                                       

〇会議録署名議員 

   ６番   吉  川     洋    ７番   堀  内  哲  夫 
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    ◎開会の宣告 

〇議長（髙橋成和） おはようございます。ただいまの出席議員は９名です。 

 理事者側につきましては、三原建設課長が病気のため欠席しております。 

 定足数に達しておりますので、令和２年第２回上砂川町議会定例会は成立しましたの

で、開会いたします。 

         （開会 午前１０時００分） 

                                       

    ◎開議の宣告 

〇議長（髙橋成和） 直ちに本日の会議を開きます。 

                                       

    ◎会議録署名議員指名について 

〇議長（髙橋成和） 日程第１、会議録署名議員指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第124条の規定によって、６番、吉川議員、７番、堀内議員

を指名いたします。よろしくお願いいたします。 

                                       

    ◎会期決定について 

〇議長（髙橋成和） 日程第２、会期決定について議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から６月19日までの３日間にしたいと思い

ますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 異議なしと認めます。 

 よって、会期は、本日から６月19日までの３日間に決定いたしました。 

 なお、会期中の会議の予定につきましては、お手元に配付の日程表のとおりでございま

す。 

                                       

    ◎諸般の報告 

〇議長（髙橋成和） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 議会政務報告を行います。報告事項につきましては、それぞれ印刷してお手元に配付し

ているとおりでありますので、御覧になっていただき、報告に代えさせていただきます。 

 上砂川町議会庁舎建設特別委員会の委員長の互選結果報告でありますが、第２回臨時会

において私が議長となったことから委員長が欠けましたので、過日行われました特別委員

会での互選の結果、委員長に伊藤議員とすることに決定いたしましたので、ご報告いたし

ます。 

 続いて、上砂川町議会議員定数等審査特別委員会の正副委員長の互選結果報告でありま

すが、数馬委員長が副議長となったことにより委員長辞任の届出があり、過日行われまし
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た特別委員会において辞任を許可し、互選の結果、委員長に吉川議員とすることに決定い

たしました。吉川議員が委員長になったことにより副委員長が欠けましたので、互選の結

果、副委員長に伊藤議員とすることに決定いたしましたので、ご報告いたします。 

 次、第１回砂川地区保健衛生組合議会臨時会及び第１回砂川地区広域消防組合議会臨時

会並びに第２回砂川地区広域消防組合議会臨時会の結果報告について一括して報告を求め

ます。伊藤議員。 

〇５番（伊藤充章） 砂川地区保健衛生組合議会第１回臨時会が下記のとおり開催されま

したので、ご報告いたします。 

 日時でございます。令和２年３月23日月曜日午後２時より。 

 場所でございます。砂川市役所議会委員会室でございます。 

 議件でございます。議案第１号 監査委員の選任につき同意を求めることについてでご

ざいます。 

 結果でございますが、慎重審議の結果、監査委員に砂川市栗井久司氏が選任されまし

た。 

 以上、ご報告いたします。 

 続いて、砂川地区広域消防組合第１回臨時議会が下記のとおり開催されましたので、ご

報告いたします。 

 日時でございます。令和２年３月23日月曜日午後３時よりです。 

 場所でございます。砂川市役所議会委員会室でございます。 

 議件でございます。議案第１号 監査委員の選任につき同意を求めることについてでご

ざいます。 

 結果でございますが、慎重審議の結果、監査委員に砂川市栗井久司氏が選任されまし

た。 

以上、ご報告いたします。 

 続きまして、砂川地区広域消防組合議会臨時会が下記のとおり開催されましたので、ご

報告いたします。 

 日時でございます。令和２年５月12日火曜日午前10時より。 

 場所でございます。砂川市役所議会委員会室でございます。 

 議件でございます。議案第１号 財産の取得について、議案第２号 財産の取得につい

て。 

 結果でございますが、慎重審議の結果、各議案とも全会一致原案のとおり可決されまし

た。 

 以上、ご報告いたします。 

〇議長（髙橋成和） 次に、株式会社上砂川振興公社の令和元年度営業報告・決算報告並

びに令和２年度事業計画について報告を求めます。林副町長。 

〇副町長（林 智明） それでは、ご指示によりまして、株式会社上砂川振興公社の経営
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状況等についてご報告いたします。 

 お手元に配付しております振興公社の令和元年度営業報告・決算報告並びに令和２年度

事業計画書をご参照願います。 

 決算の内容についてご説明いたしますので、１ページ中段の表をご参照願います。令和

元年度の決算は、収入では新型コロナウイルスの感染拡大により宴会と宿泊が大きく影響

を受け、前年度対比18.1％、2,643万5,000円減の１億1,990万円、支出では前年度対比12.3

％、1,792万8,000円減の１億2,790万8,000円、差引き804万6,000円の経常損益から棚卸し

による商品減で21万8,000円、法人税18万円を差し引いた800万8,000円が当期純損益となり

ました。収入区分別売上高及び経費の主な内容は、１ページ下段から２ページ上段に記載

しておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 次に、２ページ中段の（２）、入り込み客数の状況ですが、日帰り入館者数は前年度対

比8.9％、8,475人増の10万3,504人、宿泊客数は前年度対比9.1％、536人減の5,370人で、

施設利用者全体では前年度対比7.9％、7,939人増の10万8,874人と増加したところでありま

す。 

 ２の各実施事業の状況につきましては、（１）の健康の里づくり事業から（４）の宿泊

客対策までまとめており、５ページには庶務報告と本年３月31日現在の会社の概要、７ペ

ージには施設の利用状況、また８ページ以降は貸借対照表、貸借対照表明細書、損益計算

書、販売費及び一般管理費、株主資本等変動計算書となっておりますので、後ほど御覧い

ただきたいと思います。 

 次に、令和２年度事業計画についてご説明いたします。14ページの１、基本方針であり

ますが、令和２年度は地方の景気回復の兆しが見えない中、消費税引上げによる食材費等

の高騰や新型コロナウイルスの影響により観光施設にとっては厳しい現状が続いておりま

すが、町から支援いただいた宿泊業応援支援金を有効に活用し、年間入館者数目標を11万

人とし、利用収益は前年度決算の9.6％増の１億470万円を目標に掲げ、営業努力をいたし

ます。 

 次に、２の部門別事業計画でありますが、（１）の日帰り部門から（５）の特産品開発

販売部門まで目標達成に向けた取組方針をまとめておりますので、後ほど御覧いただきた

いと思います。 

 次に、３の事業予算でありますが、17ページの収支計画明細書によりご説明いたしま

す。収入でありますが、利用収益として入館料2,400万円、町民無料券等800万円、宿泊料

2,400万円、以下手数料まで合計で１億470万円を見込み、営業外収益であります補助金等

は2,433万円とし、収入合計を１億2,903万円としたところであります。 

 次に、支出でありますが、人件費と厚生福利費で5,127万円のほか、主なところでは燃料

費1,200万円、光熱水費1,680万円、仕入れ1,850万円を見込み、支出合計を１億2,872万円

とし、差引き31万円の経常利益を確保する収支予算としております。 

 以上が振興公社の営業報告・事業計画でありますが、振興公社にあっては依然として厳
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しい経営環境にありますことから、健全経営がなせるよう努めてまいりたいと考えており

ますので、ご理解賜りたくお願い申し上げ、ご報告とさせていただきます。 

 以上でございます。 

〇議長（髙橋成和） 次に、例月出納検査結果報告を行います。 

本件につきましては、お手元に配付の報告書の３月、４月、５月分のとおりであります

ので、御覧いただき、報告といたします。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

                                       

    ◎町長行政報告 

〇議長（髙橋成和） 日程第４、町長の行政報告を行います。奥山町長。 

〇町長（奥山光一） それでは、町長行政報告をいたします。 

 今回報告いたします令和２年第１回定例会から本定例会までの町政執行上の町内外の行

事、会議につきましてはお手元に配付の報告書のとおりでありますので、お目通し願いま

す。 

そのほか１件、中央バス上砂川線の存続について報告をいたします。中央バス上砂川線

につきましては、本年１月17日開催の全員協議会において説明しておりますが、昨年12月

に中央バス社から上砂川線における１日当たりの輸送人員が国庫補助基準の15人を下回っ

たため、本年10月より補助対象路線から外れることとなり、費用負担が増加すること並び

に乗務員不足が深刻な状況にあり、今後の運行に支障を来すおそれがあることから、上砂

川線を廃止し、１時間に１本運行している歌志内線で対応したいとの申入れがあったとこ

ろであります。その後、町づくり町民会議や各町自治会長会議での意見を拝聴し、中央バ

ス社及び路線区間である砂川市とも協議を行った結果、平日については現行維持は難しい

ものの、少なくとも３年間においてお手元に配付の資料ナンバー１の黒枠で囲んでおりま

す１日の利用者が少ない①、②、③の３便は減便となるものの、通勤、通学、通院時間帯

の便、網かけの部分でございますが、3.5便については継続することとなりました。しかし

ながら、土日祝日の④、⑤、⑥の３便については、やはり利用者が少ないことから減便す

ることとなり、歌志内線のみの運行となるものの、平日については減便とはなりました

が、上砂川線を存続することができました。今後においては、路線維持に当たっては厳し

い状況が予想されますが、引き続き住民の交通手段の維持に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

なお、新しいダイヤにつきましては、本年10月１日となっておりますので、中央バスと

連携をし、町広報及び各バス停での掲示等で住民周知を図ってまいりますことを申し上

げ、町長行政報告といたします。 

〇議長（髙橋成和） 以上で町長行政報告を終わります。 
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    ◎教育長教育行政報告 

〇議長（髙橋成和） 日程第５、教育長教育行政報告を行います。飯山教育長。 

〇教育長（飯山重信） 教育行政報告を申し上げます。 

 令和２年第１回定例会以降の町内外の主要な会議、行事につきましてはお手元に配付さ

せていただいております報告書のとおりでございますが、福井市鶉地区との小学生相互交

流事業の中止につきましてご報告申し上げます。 

福井市鶉地区との小学生による交流事業につきましては、自分たちが生まれ育った町の

歴史を学び、後世に継承するために平成24年度から交互に小学生を派遣しており、本年度

においては前回同様実行委員会を立ち上げ、本町の小学生５、６年生の代表６名を選考

し、８月上旬に派遣をする予定でありました。しかし、日本国内においては、新型コロナ

ウイルス感染者の増加による政府の緊急事態宣言の解除はされたものの、毎日新たな感染

者が確認されており、新型コロナウイルス感染拡大前の生活形態には戻れない状況となっ

ております。このような中、４月28日に福井市鶉地区でこの交流事業を中心的に担ってい

ただいている鶉の里づくり委員会の事務局から予定している交流事業において非常に密に

なることが多く、派遣されてくる児童たちの安全を確保しながら親睦や交流を図ることが

非常に困難である旨の連絡があり、同月30日に開催した本町の小学生交流事業実行委員会

において鶉の里づくり委員会の考え方を示しながら各委員の意向を確認したところ、今年

は児童の派遣は中止にしたほうがいいとの意見が出され、実行委員会として派遣の中止は

やむを得ないと判断したところです。したがいまして、本町から児童を派遣する小学生相

互交流事業は本年度については中止とし、来年度へ延期をさせていただき、来年度はその

時点での国内の感染状況などを勘案し、実行委員会にて再度協議を行う中で派遣される児

童の安全を十分に考慮した上で派遣の実施について判断を行っていきたいと考えておりま

す。 

 なお、派遣される児童の選考に当たっては、本年度行けなかった小学校６年生に配慮し

てほしいとの実行委員会の委員からの意見があったことから、この点につきましても検討

していきたいと考えておりますことを併せて申し上げ、教育行政報告といたします。 

 以上でございます。 

〇議長（髙橋成和） 以上で教育長教育行政報告を終わります。 

                                       

    ◎報告第４号 

〇議長（髙橋成和） 日程第６、報告第４号 継続費の精算報告について「令和元年度上

砂川町一般会計継続費精算報告」を議題といたします。 

 報告理由の説明を求めます。奥山町長。 

〇町長（奥山光一） ただいま上程されました報告第４号 継続費の精算報告について

「令和元年度上砂川町一般会計継続費精算報告」について提案理由を申し上げますので、
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ご審議くださいますようお願いいたします。 

 令和元年度末において継続費にかかる下記事業が完了したので、地方自治法施行令第145

条第２項の規定により報告する。 

 令和２年６月17日提出、北海道上砂川町長。 

 以下、内容の説明は副町長からいたしますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（髙橋成和） 以上で報告理由の説明を終わります。 

 引き続き内容の説明を求めます。林副町長。 

〇副町長（林 智明） それでは、報告第４号について内容の説明をいたします。 

 継続費につきましては、平成30年第２回臨時会におきまして一般会計にて補正予算計上

し、平成30年度と令和元年度の２か年の継続事業として議決、執行され、令和元年度で継

続費に係る事業が終了いたしましたので、報告するものであります。 

 事業実績につきましては、認定こども園等複合施設建設事業でありますが、平成30年度

に複合施設の建設費及び建設工事管理業務委託として５億8,778万9,000円の支出、令和元

年度につきましては園舎南側園庭を中心とします外構工事として2,432万2,000円の支出、

合計６億1,211万1,000円を支出し、財源内訳につきましては国・道支出金2,869万6,000

円、地方債５億7,500万円、一般財源841万5,000円となります。 

 それでは、本文に参ります。３款民生費、２項児童福祉費、事業名、認定こども園等複

合施設建設事業、年度、全体計画、年割額、左の財源内訳、特定財源、国・支出金、地方

債、その他、一般財源、平成30年度、５億8,850万円、2,870万円、４億4,100万円、１億

1,880万円、ゼロ円、令和１年度、2,432万2,000円、ゼロ円、1,450万円、980万円、２万

2,000円、計６億1,282万2,000円、2,870万円、４億5,550万円、１億2,860万円、２万2,000

円。 

実績、支出済額、左の財源内訳、特定財源、国・道支出金、地方債、その他、一般財

源、５億8,778万9,600円、2,869万6,000円、５億5,070万円、ゼロ円、839万3,600円、

2,432万2,000円、ゼロ円、2,430万円、ゼロ円、２万2,000円、６億1,211万1,600円、2,869

万6,000円、５億7,500万円、ゼロ円、841万5,600円、比較、年割額と支出済額の差、左の

財源内訳、特定財源、国・道支出金、地方債、その他、一般財源、 71万400円の減額、

4,000円の減額、１億970万円、１億1,880万円の減額、839万3,600円、ゼロ円、ゼロ円、

980万円、980万円の減額、ゼロ円、71万400円の減額、4,000円の減額、１億1,950万円、１

億2,860万円の減額、839万3,600円。 

以上でございます。 

〇議長（髙橋成和） 以上で報告理由並びに内容の説明が終了いたしましたので、これよ

り順次質疑、討論、採決を行ってまいります。 

 報告第４号に対する質疑を受けます。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） ないようですので、打ち切ります。 
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 これより討論を行います。討論ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 討論なしと認めます。 

 これより報告第４号について採決をいたします。 

 お諮りいたします。本件は、承認することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 異議なしと認めます。 

 したがって、報告第４号 継続費の精算報告について「令和元年度上砂川町一般会計継

続費精算報告」は、承認することに決定いたしました。 

                                       

    ◎議案第１４号 

〇議長（髙橋成和） 日程第７、議案第14号 役場本庁舎省エネルギー設備工事請負契約

締結について議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。奥山町長。 

〇町長（奥山光一） ただいま上程されました議案第14号 役場本庁舎省エネルギー設備

工事請負契約締結について提案理由を申し上げますので、ご審議くださいますようお願い

いたします。 

 提案理由といたしましては、役場本庁舎省エネルギー設備工事の工事請負契約の締結に

当たり、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定に基づ

き、議会の議決に付すものであること。 

 以下、内容説明は副町長からいたしますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（髙橋成和） 以上で提案理由の説明を終わります。 

 引き続き内容の説明を求めます。林副町長。 

〇副町長（林 智明） それでは、ご指示によりまして、議案第14号について内容の説明

をいたします。 

このたびの議案は、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例に

定める予定価格5,000万円以上の工事請負契約の締結につきまして議会の議決を求めるもの

であります。 

現在地球温暖化が全世界共通の環境問題とされており、本町においても平成29年に上砂

川町地球温暖化対策実行計画を策定し、認定こども園などの公共施設にＬＥＤ照明を導入

するなど省エネルギー化に取り組んでおり、役場本庁舎建設に当たりましてもＬＥＤ照明

や省エネルギー型エアコンなどの省エネルギー設備工事を行うものであります。受変電設

備は省エネルギー設備に不可欠なトランスを設置するもので、省エネルギー設備はＬＥＤ

電灯、省エネルギー型エアコンを設置し、本庁舎同様令和２年度に完成させるもので、工

事の竣工期限は令和３年３月31日であります。 

入札につきましては、三鉱・高橋・増原経常建設共同企業体、株式会社平尾電気商会、
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株式会社木川電機商会、株式会社加藤電機商会の４者による指名競争入札の方法で去る６

月５日に執行し、１回目で予定価格に達し、落札決定いたしました。入札額は、株式会社

加藤電機商会5,750万円、株式会社平尾電気商会5,700万円、株式会社木川電機商会5,650万

円、三鉱・高橋・増原経常建設共同企業体5,550万円で、三鉱・高橋・増原経常建設共同企

業体に落札決定したもので、契約金額は消費税相当額555万円を加えた6,105万円でありま

す。 

それでは、本文に参ります。次のとおり工事請負契約を締結する。 

１、工事名、役場本庁舎省エネルギー設備工事。 

２、工事の場所、上砂川町字上砂川町40番地10。 

３、工事の概要、本庁舎建設工事に伴う省エネルギー設備、受変電設備（省エネルギー

設備用）、電灯設備（ＬＥＤ）、空調設備（省エネルギー型エアコン）。 

４、竣工期限、令和３年３月31日。 

５、契約金額、6,105万円。 

６、契約の相手方、三鉱・高橋・増原経常建設共同企業体、代表者、三鉱建設株式会社

上砂川支店支店長、小野寺秀夫。 

７、契約の方法、指名競争入札。 

以上でございます。 

〇議長（髙橋成和） 以上で提案理由並びに内容の説明が終了いたしましたので、これよ

り順次質疑、討論、採決を行ってまいります。 

 議案第14号に対する質疑を受けます。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） ないようですので、打ち切ります。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 討論なしと認めます。 

 これより議案第14号について採決をいたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第14号 役場本庁舎省エネルギー設備工事請負契約締結については、

原案のとおり決定いたしました。 

                                       

    ◎議案第１５号 

〇議長（髙橋成和） 日程第８、議案第15号 下鶉生活館建設工事請負契約締結について

議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。奥山町長。 
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〇町長（奥山光一） ただいま上程されました議案第15号 下鶉生活館建設工事請負契約

締結について提案理由を申し上げますので、ご審議くださいますようお願いいたします。 

 提案理由といたしましては、下鶉生活館建設工事の工事請負契約締結に当たり、議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定に基づき、議会の議決に

付すものであること。 

 以下、内容の説明は副町長からいたしますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（髙橋成和） 以上で提案理由の説明を終わります。 

 引き続き内容の説明を求めます。林副町長。 

〇副町長（林 智明） それでは、ご指示によりまして、議案第15号について内容の説明

をいたします。 

このたびの議案は、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例に

定める予定価格5,000万円以上の工事請負契約の締結につきまして議会の議決を求めるもの

であります。 

現在の下鶉生活館は、昭和47年に建設され、補強コンクリートブロック造平家建て、物

置を含めて延べ床面積308.07平方メートルの建物であります。現生活館は、老朽化が著し

く、耐震化も施されておらず、土砂災害防止法による土砂災害警戒区域内であることか

ら、土砂災害警戒区域外の現在の下鶉公園に木造平家建ての下鶉生活館を建設するもので

あります。建設工事は、建設主体工事、電気設備工事、機械設備工事、外構工事のほか、

現在公園に設置されている遊具５基の移設工事も実施するもので、工事の竣工期限は令和

２年11月27日であります。 

入札につきましては、三鉱建設株式会社上砂川支店、有限会社高橋工務店、有限会社増

原工務店の３者による指名競争入札の方法で去る６月５日に執行し、１回目で予定価格に

達し、落札決定いたしました。入札額は、三鉱建設株式会社上砂川支店5,700万円、有限会

社増原工務店5,680万円、有限会社高橋工務店5,610万円で、有限会社高橋工務店に落札決

定したもので、契約金額は消費税相当額561万円を加え、6,171万円であります。 

それでは、本文に参ります。次のとおり工事請負契約を締結する。 

１、工事名、下鶉生活館建設工事。 

２、工事の場所、上砂川町字鶉38番地15。 

３、工事の概要、木造平家建て、延べ床面積200.35平方メートル、建築主体工事、電気

設備工事、機械設備工事、外構工事（駐車場整備、鋼製屋外物置）、公園遊具５基移設。 

４、竣工期限、令和２年11月27日。 

５、契約金額、6,171万円。 

６、契約の相手方、有限会社高橋工務店代表取締役、高橋尚志。 

７、契約の方法、指名競争入札。 

以上でございます。 

〇議長（髙橋成和） 以上で提案理由並びに内容の説明が終了いたしましたので、これよ



- 14 - 

り順次質疑、討論、採決を行ってまいります。 

 議案第15号に対する質疑を受けます。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） ないようですので、打ち切ります。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 討論なしと認めます。 

 これより議案第15号について採決をいたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第15号 下鶉生活館建設工事請負契約締結については、原案のとおり

決定いたしました。 

                                       

    ◎議案第１６号 

〇議長（髙橋成和） 日程第９、議案第16号 上砂川町逢来橋長寿命化補修工事請負契約

締結について議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。奥山町長。 

〇町長（奥山光一） ただいま上程されました議案第16号 上砂川町逢来橋長寿命化補修

工事請負契約締結について提案理由を申し上げますので、ご審議くださいますようお願い

いたします。 

 提案理由といたしましては、上砂川町逢来橋長寿命化補修工事の工事請負契約の締結に

当たり、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定に基づ

き、議会の議決に付すものであること。 

 以下、内容の説明は副町長からいたしますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（髙橋成和） 以上で提案理由の説明を終わります。 

 引き続き内容の説明を求めます。林副町長。 

〇副町長（林 智明） それでは、ご指示によりまして、議案第16号について内容の説明

をいたします。 

このたびの議案は、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例に

定める予定価格5,000万円以上の工事請負契約の締結につきまして議会の議決を求めるもの

であります。 

逢来橋は、昭和44年築造、鋼橋、全長19.55メートル、全幅員7.5メートルの橋梁で、平

成28年度の近接目視点検において橋面舗装の損傷、伸縮装置や鋼桁塗装の劣化が見られ、

早期の対策が必要な状況であると判断されたことから橋梁長寿命化補修工事を実施するも

ので、工事の竣工期限は令和３年１月29日であります。 
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入札につきましては、三鉱建設株式会社上砂川支店、共栄鉱業株式会社、柳川建設株式

会社、有限会社中森組、有限会社高橋工務店、有限会社サクライの６者による指名競争入

札の方法で去る６月５日に執行し、１回目で予定価格に達し、落札決定いたしました。入

札額は、有限会社サクライ4,740万円、共栄鉱業株式会社4,730万円、有限会社中森組4,700

万円、有限会社高橋工務店4,700万円、柳川建設株式会社4,650万円、三鉱建設株式会社上

砂川支店4,600万円で、三鉱建設株式会社上砂川支店に落札決定したもので、契約金額は消

費税相当額460万円を加えた5,060万円であります。 

それでは、本文に参ります。次のとおり工事請負契約を締結する。 

１、工事名、上砂川町逢来橋長寿命化補修工事。 

２、工事の場所、上砂川町字鶉266番地８。 

３、工事の概要、昭和44年築造、鋼橋、Ｌイコール19.55メートル、Ｗイコール7.5メー

トル、主な補修工、橋面防水舗装、伸縮装置取替え、高欄取替え、鋼桁塗り替え、護岸積

みブロック。 

４、竣工期限、令和３年１月29日。 

５、契約金額、5,060万円。 

６、契約の相手方、三鉱建設株式会社上砂川支店支店長、小野寺秀夫。 

７、契約の方法、指名競争入札。 

以上でございます。 

〇議長（髙橋成和） 以上で提案理由並びに内容の説明が終了いたしましたので、これよ

り順次質疑、討論、採決を行ってまいります。 

 議案第16号に対する質疑を受けます。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） ないようですので、打ち切ります。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 討論なしと認めます。 

 これより議案第16号について採決をいたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第16号 上砂川町逢来橋長寿命化補修工事請負契約締結については、

原案のとおり決定いたしました。 

                                       

    ◎議案第１７号 

〇議長（髙橋成和） 日程第10、議案第17号 上砂川町税条例等の一部を改正する条例制

定について議題といたします。 
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 提案理由の説明を求めます。奥山町長。 

〇町長（奥山光一） ただいま上程されました議案第17号 上砂川町税条例等の一部を改

正する条例制定について提案理由を申し上げますので、ご審議くださいますようお願いい

たします。 

 上砂川町税条例等の一部を改正する条例を次のとおり制定するものとする。 

 提案理由といたしましては、地方税法等の一部を改正する法律等の公布に伴い、上砂川

町税条例の関係条項を改正するものであること。 

 以下、内容の説明は副町長からいたしますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（髙橋成和） 引き続き内容の説明を求めてまいりますが、条例本文の内容が相当

量となっておりますので、読み上げについては省略したいと思いますが、これにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 異議なしと認めます。 

したがって、本文の読み上げについては省略することに決定いたしました。 

それでは、内容の説明を求めます。林副町長。 

〇副町長（林 智明） それでは、ご指示によりまして、議案第17号について内容の説明

をいたします。 

 資料ナンバー２、上砂川町税条例改正の概要を御覧願います。改正の理由でございます

が、地方税法等の一部を改正する法律等が令和２年３月31日及び令和２年４月30日に交付

され、これに準拠し、規定している本町の税条例の関係条項を改正するものであります。 

改正の主な内容ですが、個人町民税につきましては未婚の独り親に対する税制上の措置

及び寡婦控除の見直しを行い、令和３年１月１日から施行するものでございます。固定資

産税では、現に所有している者、相続人等の申告の制度化を行い、令和３年度分以後には

使用者を所有者とみなして固定資産税を課すことができることとするものであります。国

民健康保険税では、課税限度額の改正として基礎課税額の限度額を現行61万円から63万円

に、介護納付金課税額の限度額を現行16万円から17万円に引き上げ、併せて低所得者に係

る軽減の拡充を行うものでございます。また、新型コロナウイルス感染症に係る措置とい

たしまして、徴収猶予の特例に係る手続等を定めること、令和２年２月１日から令和３年

３月31日までの間に納期となる国民健康保険税の減免の特例を設けること、寄附金税額控

除や住宅借入金等特別税額控除の特例を定めるものでございます。その他といたしまし

て、平成から令和への改元対応、法律等の改正に係ります規定の整備を行うものでありま

す。 

以上が改正の主な内容でございますが、条例の改正箇所につきましては資料ナンバー３

の新旧対照表をご参照願います。 

なお、議長のお取り計らいによりまして条例本文の読み上げは省略させていただきます

ので、よろしくお願いいたします。 
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以上でございます。 

〇議長（髙橋成和） 以上で提案理由並びに内容の説明を終わります。 

                                       

    ◎議案第１８号 

〇議長（髙橋成和） 日程第11、議案第18号 上砂川町手数料条例の一部を改正する条例

制定について議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。奥山町長。 

〇町長（奥山光一） ただいま上程されました議案第18号 上砂川町手数料条例の一部を

改正する条例制定について提案理由を申し上げますので、よろしくお願いいたします。 

 上砂川町手数料条例の一部を改正する条例を次のとおり制定するものとする。 

 提案理由といたしましては、情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便

性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るための行政手続等における情報通信の

技術の利用に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴い、関係条項を改正するもの

であること。 

 以下、内容の説明は副町長からいたしますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（髙橋成和） 以上で提案理由の説明を終わります。 

引き続き内容の説明を求めます。林副町長。 

〇副町長（林 智明） それでは、ご指示によりまして、議案第18号について内容の説明

をいたします。 

 このたびの改正は、情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上

並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るための行政手続等における情報通信の技術の利

用に関する法律等の一部を改正する法律、通称デジタル手続法が施行されたことに伴い、

住民基本台帳法及び番号利用法が改正されたことに伴いまして本町の手数料条例の関係条

項の改正を行うものであります。 

 改正の内容につきましては、住民票や戸籍の附票の除票等の交付が制度化されたことか

ら関係条項で明文化し、また本年５月25日に通知カードが廃止されたため、再交付の手数

料を定めておりました規定を削除するものであります。 

 なお、条例本文の改正箇所につきましては、お手元に配付の資料ナンバー４の新旧対照

表をご参照願います。 

 それでは、条文本文に参ります。上砂川町手数料条例の一部を改正する条例。 

 上砂川町手数料条例（平成12年上砂川町条例第４号）の一部を次のように改正する。 

 別表１第２項第１号中「法第11条」を「法第11条の２」に、同項第２号中「の規定に基

づく住民票に記載されている事項を記載した書類の交付」を「又は第12条の３第１項、第

２項若しくは第８項の規定に基づく住民票の写し又は住民票に記載した事項に関する証明

書の交付」に、同項第３号中「法第12条第１項の規定に基づく住民票に記載した事項に関

する証明書の交付」を「法第15条の４第１項、第３項、第４項又は第５項において準用す
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る法第12条の３第８項の規定による除票の写し又は除票に記載した事項に関する証明書の

交付」に、同項第４号中「法第12条の２」を「法第12条の４」に、同項第５号中「法第20

条において準用する法第12条第１項の規定に基づく戸籍の附票の写しの交付」を「法第20

条第１項、第３項又は第４項の規定による戸籍の附票（当該戸籍の附票から除かれた者の

附票を含む。）の写しの交付」に改め、同項第５号の次に「（６）法第21条の３第１項、

第３項又は第４項の規定による戸籍の附票の除票の写しの交付、１通につき300円」を加

え、同表第３項中第２号を削る。 

 附則 

 この条例は、公布の日から施行する。ただし、別表第３項第２号の改正規定は令和２年

５月25日から適用する。 

 以上でございます。 

〇議長（髙橋成和） 以上で提案理由並びに内容の説明を終わります。 

                                       

    ◎議案第１９号 

〇議長（髙橋成和） 日程第12、議案第19号 固定資産評価審査委員会条例の一部を改正

する条例制定について議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。奥山町長。 

〇町長（奥山光一） ただいま上程されました議案第19号 固定資産評価審査委員会条例

の一部を改正する条例制定について提案理由を申し上げますので、ご審議くださいますよ

うお願いいたします。 

 固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例を次のとおり制定するものとする。 

 提案理由といたしましては、行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律の

改正に伴い、本町の固定審査評価審査委員会条例の関係条項を改正するものであること。 

 以下、内容の説明は副町長からいたしますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（髙橋成和） 以上で提案理由の説明を終わります。 

引き続き内容の説明を求めます。林副町長。 

〇副町長（林 智明） それでは、ご指示によりまして、議案第19号について内容の説明

をいたします。 

 このたびの改正は、国の行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律が改正

され、法の題名が情報通信技術を活用した行政の推進等に関する法律に改められたことか

ら、本町の固定資産評価審査委員会条例の関係条項を改正するものであります。 

 条例の改正箇所につきましては、資料ナンバー５の新旧対照表をご参照願います。 

 それでは、条例本文に参ります。固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例。 

 固定資産評価審査委員会条例（昭和26年上砂川町条例第28号）の一部を次のように改正

する。 

 第６条第２項中「行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律」を「情報通
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信技術を活用した行政の推進等に関する法律」に、「第３条第１項」を「第６条第１項」

に改める。 

 附則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 以上でございます。 

〇議長（髙橋成和） 以上で提案理由並びに内容の説明を終わります。 

                                       

    ◎議案第２０号 

〇議長（髙橋成和） 日程第13、議案第20号 上砂川町後期高齢者医療に関する条例の一

部を改正する条例制定について議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。奥山町長。 

〇町長（奥山光一） ただいま上程されました議案第20号 上砂川町後期高齢者医療に関

する条例の一部を改正する条例制定について提案理由を申し上げますので、ご審議くださ

いますようお願いいたします。 

 上砂川町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定するもの

とする。 

 提案理由といたしましては、新型コロナウイルス感染症に感染したこと、または感染が

疑われる症状が現れたことにより療養し、労務に服することができない被保険者で給与の

支払いを受けている者に対して傷病手当金を支給するため北海道後期高齢者医療広域連合

が条例改正したことに伴い、本町の関係条項を改正するものであること。 

 以下、内容の説明は副町長からいたしますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（髙橋成和） 以上で提案理由の説明を終わります。 

引き続き内容の説明を求めます。林副町長。 

〇副町長（林 智明） それでは、ご指示によりまして、議案第20号について内容の説明

をいたします。 

 このたびの改正は、被用者保険に加入している方が新型コロナウイルス感染症に感染

し、勤務できなかった場合は傷病手当金を申請することができるのに対し、国民健康保険

や後期高齢者医療保険には傷病手当金支給の制度がないことから、国民健康保険及び後期

高齢者医療の被保険者も傷病手当金を支給することが可能となるよう各保険者が条例改正

を行うものであり、国民健康保険につきましては空知中部広域連合が、後期高齢者医療保

険については北海道後期高齢者医療広域連合が所要の条例改正を行うこととなりますが、

後期高齢者医療保険の申請書の受付は町が行うこととなるため、本町の条例を改正するも

のであります。 

 なお、条例本文の改正箇所につきましては、資料ナンバー６をご参照願います。 

 それでは、条例本文に参ります。上砂川町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正す

る条例。 
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 上砂川町後期高齢者医療に関する条例（平成20年上砂川町条例第７号）の一部を次のよ

うに改正する。 

 第２条中第８号を第９号とし、第７号の次に次の１号を加える。 

 （８） 広域連合条例附則第５条の傷病手当金の支給に係る申請書の提出の受付 

 附則 

 この条例は、公布の日から施行し、令和２年４月10日から適用する。 

 以上でございます。 

〇議長（髙橋成和） 以上で提案理由並びに内容の説明を終わります。 

                                       

    ◎議案第２１号 

〇議長（髙橋成和） 日程第14、議案第21号 令和２年度上砂川町一般会計補正予算（第

５号）について議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。奥山町長。 

〇町長（奥山光一） ただいま上程されました議案第21号 令和２年度上砂川町一般会計

補正予算（第５号）について提案理由を申し上げますので、ご審議くださいますようお願

いいたします。 

 令和２年度上砂川町一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3,510万円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ38億5,170万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

 第２条 地方債の追加は、「第２表 地方債補正」による。 

 令和２年６月17日提出、北海道上砂川町長。 

 以下、内容の説明は副町長からいたしますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（髙橋成和） 以上で提案理由の説明を終わります。 

 引き続き内容の説明を求めます。林副町長。 

〇副町長（林 智明） それでは、議案第21号について内容の説明をいたします。 

 ２ページであります。第１表、歳入歳出予算補正。１、歳入、13款国庫支出金1,365万

1,000円の追加で、６億228万5,000円となります。 

 ２項国庫補助金1,365万1,000円の追加で、４億4,949万円となります。 

 17款繰入金190万円の追加で、１億5,830万円となります。 

 １項基金繰入金、同額であります。 

 18款諸収入220万円の追加で、9,725万2,000円となります。 

 ５項雑入220万円の追加で、8,272万6,000円となります。 



- 21 - 

 19款町債1,540万円の追加で、７億5,130万円となります。 

 １項町債、同額であります。 

 20款繰越金194万9,000円の追加で、3,604万9,000円となります。 

 １項繰越金、同額であります。 

 歳入合計が3,510万円の追加で、38億5,170万円となります。 

 ２、歳出、２款総務費1,045万7,000円の追加で、12億6,588万円となります。 

１項総務管理費220万円の追加で、12億2,086万円となります。 

３項戸籍住民基本台帳費825万7,000円の追加で、2,807万1,000円となります。 

４款衛生費194万3,000円の追加で、２億1,348万1,000円となります。 

２項清掃費194万3,000円の追加で、7,508万3,000円となります。 

10款教育費2,270万円の追加で、１億6,450万9,000円となります。 

２項小学校費1,180万円の追加で、5,501万1,000円となります。 

３項中学校費1,090万円の追加で、5,408万5,000円となります。 

 歳出合計が3,510万円の追加で、38億5,170万円となります。 

 第２表、地方債補正。１、追加、起債の目的、校内通信ネットワーク整備事業、限度額

1,540万円、起債の方法、普通貸借又は証券発行、利率、4.0％以内（ただし、利率見直し

方式で借り入れる資金の場合、利率見直し以降については、当該見直し後の利率とす

る。）、償還の方法、政府資金についてはその融資条件により、銀行その他の場合につい

てはその債権者と協定するものによる。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期

限を短縮し、若しくは繰上償還又は低利債に借換することができる。 

 事項別明細書７ページ、歳出でございます。３、歳出、２款１項11目地域振興費220万円

の追加で、2,143万円となります。自治会連絡協議会補助金220万円の追加は、自治総合セ

ンターコミュニティ助成金を活用して発電機２台、草刈り機、芝刈り機等を整備するもの

であります。 

 ３項１目戸籍住民基本台帳費825万7,000円の追加で、2,807万1,000円となります。戸籍

法の一部改正に伴いマイナンバーを利用した情報連携が戸籍でも可能となり、令和５年度

からの本格運用に向け住基及び戸籍システムを改修するものであります。 

 ４款２項２目じん芥処理費194万3,000円の追加で、6,448万2,000円となります。10節需

用費37万1,000円の追加は、本町最終処分場のくみ上げポンプ１台の修繕料の計上で、13節

使用料及び賃借料は処分場整地用ブルドーザーが経年劣化により修繕費がかさみ、修理部

品もないなど業務に支障を来すおそれがあることから、今年度よりレンタルリースに切り

替える経費と覆土掘削用の重機として新たにバックホーを使用時にのみレンタルリースす

る経費として157万2,000円を計上するものであります。 

 10款２項、次ページであります、１目学校管理費1,180万円の追加で、3,578万5,000円と

なります。 

 ３項１目学校管理費1,090万円の追加で、4,001万5,000円となります。 
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資料ナンバー７をご参照願います。ＧＩＧＡスクール構想についてでありますが、教育

におけるＩＣＴを基盤とした先端技術等の効果的な活用が求められる一方で、現在の学校

ＩＣＴ環境の整備は遅れており、自治体間の格差も大きいため、全国一律のＩＣＴ環境を

整備するため国はＧＩＧＡスクール構想を進めており、この構想の概要は校内通信ネット

ワーク整備事業と児童生徒１人１台端末の整備事業の２つの事業となっております。本町

の小中学校における校内ＬＡＮは、整備後相当年経過しており、インターネットを利用し

た授業において速度が安定しない状況になることもあることから、現行の最大１ギガから

10ギガに拡大する校内通信ネットワーク整備事業を行うもので、児童生徒１人１台端末の

整備についても早急に進めてまいりたいと考えております。事業概要につきましては、小

中学校ともに拠点ルーター、スイッチングハブ、無線アクセスポイント、ＬＡＮケーブ

ル、電源キャビネットを整備し、事業費につきましては小学校1,180万円、中学校1,090万

円、合計2,270万円となるものであります。財源につきましては、国庫補助金539万4,000

円、起債は学校教育施設整備事業債1,540万円、教育施設整備基金から190万円繰入れする

もので、工期については令和２年８月から11月までとなっております。 

予算書にお戻り願います。次に、歳入、５ページであります。２、歳入、13款２項１目

総務費補助金825万7,000円の追加は、歳出同額を計上するものであります。 

５目教育費補助金539万4,000円の追加で、553万8,000円となります。１節小学校費補助

金、２節中学校費補助金、いずれも校内通信ネットワーク整備事業補助金の計上でありま

す。 

17款１項１目基金繰入金190万円の追加は、校内通信ネットワーク整備事業に教育施設整

備基金を繰入れするものであります。 

18款５項５目雑入220万円の追加は、歳入同額を計上するものであります。 

次ページであります。19款１項４目教育債1,540万円の追加は、学校教育施設整備事業債

の計上であります。 

20款１項１目繰越金194万9,000円の追加は、前年度繰越金を充当するものであります。 

以上でございます。 

〇議長（髙橋成和） 以上で提案理由並びに内容の説明を終わります。 

                                       

    ◎休会について 

〇議長（髙橋成和） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 お諮りいたします。議案調査のため、明日18日は休会いたしたいと思いますが、これに

ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 異議なしと認めます。 

 したがって、明日18日は休会することに決定いたしました。 

 なお、休会中については常任委員会を開催していただくことになっておりますので、よ
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ろしくお願いいたします。 

 また、19日は午前10時より本会議を再開いたしますので、出席のほどお願い申し上げま

す。 

                                       

    ◎散会の宣告 

〇議長（髙橋成和） 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

         （散会 午前１１時０４分） 
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令 和 ２ 年 

 

上砂川町議会第２回定例会会議録（第２日） 

 

６月１９日（金曜日）午前１０時００分 開 議 

午前１１時１２分 閉 会 

 

〇議事日程 第２号 

第 １ 会議録署名議員指名について 

第 ２ 一般質問 

第 ３ 議案第１７号 上砂川町税条例等の一部を改正する条例制定について 

第 ４ 議案第１８号 上砂川町手数料条例の一部を改正する条例制定について 

第 ５ 議案第１９号 固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例制定について 

第 ６ 議案第２０号 上砂川町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例制定 

について 

第 ７ 議案第２１号 令和２年度上砂川町一般会計補正予算（第５号） 

    ※ 議案第１７号～第２１号までは質疑・討論・採決とする。 

第 ８ 調査第 ２号 所管事務調査について 

第 ９ 派遣第 １号 議員派遣承認について 

（追加日程） 

第１０ 意見書案第１号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求め 

る意見書 

                                       

〇会議録署名議員 

   ６番   吉  川     洋    ７番   堀  内  哲  夫 
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    ◎開議の宣告 

〇議長（髙橋成和） おはようございます。ただいまの出席議員は９名です。 

 理事者側につきましては、全員出席しております。 

 定足数に達しておりますので、令和２年第２回上砂川町議会定例会は成立いたしました

ので、休会を解きまして再開いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

         （開議 午前１０時００分） 

                                       

    ◎会議録署名議員指名について 

〇議長（髙橋成和） 日程第１、会議録署名議員指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第124条の規定によって、６番、吉川議員、７番、堀内議

員を指名いたします。よろしくお願いいたします。 

                                       

    ◎一般質問 

〇議長（髙橋成和） 日程第２、一般質問を行います。 

 本件につきましては、議長の手元まで通告が参っておりますので、順を追って許可して

まいりたいと思います。 

                                       

       ◇ 伊 藤 充 章 議員 

〇議長（髙橋成和） ５番、伊藤議員、ご登壇の上ご発言願います。 

〇５番（伊藤充章） 令和２年第２回定例会に当たり、さきに通告させていただきました

２つの件についてお尋ねいたします。 

１件目でございます。上砂川シェアハウスの新型コロナウイルスへの対応についてお伺

いいたします。本年４月７日の新型コロナウイルスの流行、感染拡大による緊急事態宣言

後、上砂川シェアハウスはホームページを見るところ４月15日より新規の受付の停止がさ

れております。上砂川シェアハウスは、町外に在住の方が利用する施設であり、日本全国

から利用が見込まれるところでございますが、今後の新規予約受付の再開の見込み、また

再開時の新型コロナウイルスへの対策につきましてどのようにお考えかをお伺いいたしま

す。 

続きまして、２件目の質問でございます。新型コロナウイルス蔓延に伴う小中学校の授

業の遅延に対する今後の対応についてお伺いいたします。新型コロナウイルスの影響によ

り令和２年度の小中学校は、その蔓延や感染を防ぐために連続して約３か月に及ぶ休校を

余儀なくされ、授業が再開された現在もまだその影響は大きく、完全に通常に戻ったとは

言い難い状況が続いております。そのため授業の進行状況において深刻な遅延を生じてい

るところであり、この授業の遅延について国では特例措置として、小学校１年生から５年
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生の児童、中学校１年生、２年生の生徒については数年をかけて遅れを解消し、卒業を控

える最終学年の小学校６年生の児童、中学校３年生の生徒においては授業や学習の遅れを

１年で取り戻すように優先して分散登校を行い、入学試験で不利益にならないような配慮

が取られる方向で調整するという大まかな指針が示されました。 

本町においては、各学年の児童生徒に学習用教材の配付が行われ、授業の遅延を解消す

る取組が行われております。ですが、この約３か月に及ぶ授業の遅延を取り戻すというこ

とは、思っているよりもはるかに難しいことではないかと私は考えるところでございま

す。さきに申し述べたとおり、各学年の児童生徒に学習用教材が配付されておりますが、

これは本人の自主性に任せるほかはなく、その理解度、習熟度においても個人個人に大き

な差異が生じる懸念があります。特に最終学年である小学校６年生、中学校３年生の児童

生徒には深刻ではないかと思う次第です。やはり学習における理解度、習熟度について

は、教師による生きた授業に勝るものはないのではないかと私は思うのです。そこで、正

規の授業のほかに放課後や土曜日を活用して、主要教科についてだけでも配付された学習

用教材を活用した特別授業、または補習を行うことはできないでしょうか。このことにつ

いては、児童生徒の負担、教師の負担についても多大なものがあると考えられますが、何

よりも子供たちの未来の負担をなくすためにも必要であると考えます。このことについて

町のお考えをお伺いいたしまして、私の質問を終わらせていただきます。 

〇議長（髙橋成和） ただいまの５番、伊藤議員の質問に対し、順次答弁を求めてまいり

ます。初めに、鷲尾企画課長。 

〇企画課長（鷲尾仁志） ５番、伊藤議員の１件目のご質問、上砂川シェアハウスの新型

コロナウイルスへの対応についてお答えいたします。 

当町のシェアハウスにつきましては、移住、就業体験並びに道内周遊観光の宿泊拠点を

提供することにより交流人口や定住人口の増加促進を図ることを目的として、平成29年２

月にオープンし、昨年度は年間120人が訪れ、議員のご質問にもありますとおり、全国各

地からの利用があり、本年度策定する第２期総合戦略で掲げる関係人口の創出には大変貴

重な施設でもあります。このたびの新型コロナウイルス感染症拡大の影響により本年４月

15日から予約の受付を停止しておりますが、政府においては５月25日の緊急事態宣言解除

に合わせた段階的な緩和措置に関する方針が示され、本日６月19日からは北海道を含む全

都道府県をまたぐ移動の自粛が解除となりましたことから、予約受付に関しましては明日

６月20日から再開することとしております。 

なお、再開に伴います新型コロナウイルスへの対策につきましては、施設内にアルコー

ル消毒液や体温計を設置し、利用者に対しましては検温や手洗い、除菌作業、小まめな換

気、マスクの着用に加え共有スペースでの食事を極力控えるなど、呼びかけを引き続き徹

底するとともに、万一滞在中に発熱やせきなど風邪に似た症状が発生した場合には速やか

に連絡を受けると同時に、外出を避け、その後の症状に応じて関係機関との相談を行うな

ど適宜対応することとしておりますことを申し上げ、答弁といたします。 
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〇議長（髙橋成和） 次に、米田教育次長。 

〇教育次長（米田淳一） ５番、伊藤議員の２件目のご質問、新型コロナウイルス蔓延に

伴う小中学校の授業の遅延に対する今後の対応についてお答えいたします。 

 議員が述べられたとおり、長期にわたる休校に対し、国においては特に最終学年である

小学校６年生と中学校３年生について入試で不利益とならないように指導するよう指針が

示されました。本町におきましては、この休校期間中、小学校で分散もしくは一斉登校日

を６日間、中学校では８日間を設けながら、その都度学校で与えた家庭学習課題や町から

の学習教材の取組状況と理解度の確認、子供たち一人一人の健康状態の把握に努め、中学

校においては定期的に担任が家庭へ電話連絡を取り、学習状況や生活態様の把握、指導に

努めるなど、休校といえども家庭や子供任せではなく、子供一人一人と向き合ったきめの

細かな指導に当たってまいりました。 

約３か月弱に及ぶ授業の遅延を取り戻すため、道教委では教科書の未履修がないよう今

年度中に遅れを取り戻すことを原則とし、やむを得ない場合に限り小６と中３を除く学年

については、次年度へ持ち越すことができる方針を地教委へ示しました。本町の小中学校

におきましても６月１日から通常登校となっておりますが、この方針に従い夏休み期間を

小学校で３日間、中学校で６日間短縮し、授業に充てることとし、冬休みも同様に検討し

ているほか、小学校３年生から６年生は週１回を除き５時間授業を６時間授業へ、中学校

では全学年が毎日６時間授業を行うことで定められた授業時数の確保と教科書の未履修が

発生しないよう高校受験にも備えるとともに、スピードを上げつつも同時に子供たちへ大

きな負担とならないよう指導を工夫し、遅れを取り戻してまいります。 

議員ご提言の放課後や土曜日の活用でありますが、休校中の家庭学習に遅れのある子供

へは放課後を活用した復習授業を既に行っており、土曜授業につきましては先生方や保護

者の十分な理解が必要でありますが、今後授業時数の確保や授業の進捗状況によって必要

であれば検討してまいりますことを申し述べ、答弁といたします。 

〇議長（髙橋成和） ただいまの答弁に対し、再質問があれば許可いたします。伊藤議

員。 

〇５番（伊藤充章） １件目の上砂川シェアハウス新型コロナウイルスへの対応について

丁寧なご答弁誠にありがとうございました。２件目の小中学校の授業の遅延に対するご答

弁についてもお礼を申し上げます。 

 シェアハウスのほうでございますけれども、接触確認アプリというのが実はございまし

て、これ持っている人間同士が一定時間以上近距離にいるとその情報が記録され、そのア

プリを持っている人がもし陽性になった場合、その情報により近距離にいたということが

分かる人物に自動的に通知されるというものなのですけれども、これの利用者に対するイ

ンストールをしていただく、使っていただくという、そういった対策というのもいかがか

なと思うのですが、その辺についてはいかがでしょうか。 

〇議長（髙橋成和） 鷲尾課長。 
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〇企画課長（鷲尾仁志） 伊藤議員がおっしゃられていましたアプリにつきましては、現

在検討はしていなかったのですけれども、確かにおっしゃるとおり利用者にとっては有効

なアプリだというふうには考えております。住民の皆様の利用も含めまして、町内のどの

施設が登録することが望ましいのかということも考えながら検討していきたいというふう

に思っております。 

〇議長（髙橋成和） ただいまの答弁に対し、再度質問があれば許可いたします。 

〇５番（伊藤充章） ございません。ありがとうございました。 

〇議長（髙橋成和） ないようですので、打ち切ります。 

                                       

       ◇ 越 前   等 議員 

〇議長（髙橋成和） 次、４番、越前議員、ご登壇の上ご発言願います。 

〇４番（越前 等） 新型コロナウイルスの発症が確認され約半年が過ぎ、道内でも新型

コロナウイルスの拡大を受け、外出など自粛要請などにより本町の経済状況も大きな影響

を受けているようで、全町民の生活支援と町内での消費により地域経済の下支えを図る町

内での利用可能な地域商品券、無料マスクの配付、上下水道料金の基本料金の免除など大

変町民には喜ばれております。今後の対策について２件お伺いいたします。 

 １件目は、新型コロナウイルス拡大時に地震や大雨による水害などが重複発生した際の

避難体制について、３密を避けるとなると現在より避難所が多く必要になると考えます。

先月の上砂川町議会第３回臨時議会において新型コロナウイルス感染症対策事業一覧表の

12の中で、消耗品、備品の購入の中で備蓄用マスクはどのぐらいの量が備蓄されているの

か。段ボールベッド、パーティションを購入しますが、隔離対策など今後の災害時の対応

をお伺いいたします。 

 ２件目、特別定額給付金10万円、本町では近隣の自治体の中では早く支給され、喜ばれ

ましたが、全町民の支給状況は何％ぐらいになっているのか。それから、給付金の申請に

おける高齢者、障害者が特別定額給付金を申請したときのサポート体制についてはどうだ

ったのかお伺いいたします。 

 以上であります。 

〇議長（髙橋成和） ただいまの４番、越前議員の質問に対し、順次答弁を求めてまいり

ます。初めに、内野総務課長。 

〇総務課長（内野博之） ４番、越前議員の１件目のご質問、新型コロナウイルス感染症

拡大と自然災害とが重複発生した場合の避難体制についてお答えいたします。 

 新型コロナウイルス感染症拡大により４月全国に発出された緊急事態宣言が５月25日全

面解除されましたが、ワクチン開発のめどが立っていないことから、コロナウイルスと共

存していくいわゆるウィズコロナの期間が当面続く中、今後の季節を考えるとき自然災害

の発生を想定しなければなりません。近年の災害における避難状況は、平成28年８月の度

重なる台風の上陸により豪雨災害時には河川の氾濫に備え避難勧告を発令し、23世帯31人
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が避難し、そのうち９人の方が避難所に避難され、また平成30年９月の胆振東部地震に伴

う長時間停電、いわゆるブラックアウト時には避難所を開設し、自主避難の呼びかけを行

って、４世帯10人が避難所に避難されたところであります。 

 これからの避難所の開設につきましては、今までの豪雨などの自然災害に加え、新型コ

ロナウイルス感染予防の対策が重なる複合災害に備えることが必要であるため、先月の臨

時会において新型コロナウイルス感染症対策として避難所用の備蓄マスクとして３万枚、

２メートル四方を囲うことができ、３密を避けることができる段ボールベッド及びパーテ

ィション120組、その他として避難所スタッフ用の防護服やフェースシールドの購入経費

を計上したところであります。 

 議員のご指摘のとおり、災害時の避難所開設に伴い課題となっているのが避難者や避難

所スタッフの感染を予防するため、密になりやすい空間の中でいかに予防策を徹底するこ

とができるかが重要と考えております。避難者を受け入れる際には検温や体調の確認、ソ

ーシャルディスタンスの確保、受入れ後の室内の換気や消毒などの業務を行い、また発熱

やせき等の症状がある方が出た場合は一般の避難者と分けて専用のスペースを確保するこ

とも考える必要があると思っております。 

 いずれにいたしましても、災害発生時には様々なケースを想定して、町民の安心、安全

対策に当たっていきたいと考えておりますことを申し上げまして、答弁といたします。 

〇議長（髙橋成和） 次に、白土住民課長。 

〇住民課長（白土ゆかり） ４番、越前議員の２件目のご質問、特別定額給付金支給状況

についてお答えいたします。 

 国の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策の一環として実施する特別定額給付金給付

事業につきまして、本町では一日でも早く町民の皆さんに給付できるよう５月11日から申

請を開始し、８月11日までを受付期間として実施しております。対象者につきましては、

1,724世帯2,849人で、申請状況でございますが、６月16日現在1,686世帯2,802人、支給状

況につきましては、６月16日付の北海道新聞にも掲載されておりますが、６月12日時点で

は1,672世帯2,788人、対象者への支給率は97.9％、また本日19日現在では1,685世帯2,801

人、対象者への給付率が98.3％となってございます。 

 今回の申請は、過去に実施しました定額給付金給付事業や臨時福祉給付金給付事業と異

なり、感染予防の観点から原則郵便申請での受付としておりますが、来庁申請される方に

は住民課だけではなく全職員が対応できる体制を取り、申請者の来庁時間短縮等感染予防

に努めながら実施しております。 

 高齢者や障害者へのサポート体制としましては、同時期に地域支援推進室が実施しまし

た独居高齢者世帯への健康状態確認訪問と連携し、訪問時に申請書の書き方支援や本人確

認書類や通帳など、必要とされる添付書類の写しの添付支援を行っております。また、今

後につきましても職員をはじめ介護事業所のケアマネジャーや対象者が入所する施設や病

院の職員と連携しながら、申請に支援が必要な方が申請しやすい体制を継続してまいりま
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すことを申し上げ、答弁とさせていただきます。 

〇議長（髙橋成和） ただいまの答弁に対し、再質問があれば許可いたします。 

〇４番（越前 等） 再質問はありません。 

〇議長（髙橋成和） ないようですので、打ち切ります。 

                                       

       ◇ 小 澤 一 文 議員 

〇議長（髙橋成和） 次、３番、小澤議員、ご登壇の上ご発言願います。 

〇３番（小澤一文） 新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言が全面解除されま

した。本町から感染者を出すことなく、一つの大きな区切りを迎えることができました。

長期にわたる自粛要請に応えてくださった町民の皆様に感謝を申し上げます。 

 さて、新型コロナウイルスの感染拡大で学校の休校が長期化する中、子供たちの学ぶ機

会を確保し、学力の維持向上につなげる取組を進める必要がありました。休校の間、子供

たちは学校から出されたプリントなどの宿題に取り組んだようですが、中には十分に理解

が進まない問題や課題があったかもしれません。また、学校が再開した後、子供たちが授

業についていけるかと心配する保護者も多かったのではないでしょうか。こうした学習へ

の不安に応えるために、休校中であっても教師から直接教わることが重要であることか

ら、注目されたのはオンラインによる学習支援でした。教師と子供たちがやり取りできる

双方向のオンライン授業や双方向ではないものとして授業の動画を事前に収録して、子供

たちに配信していた自治体もありました。しかし、本町をはじめ多くの自治体ではオンラ

イン学習に必要な環境が整っていないため、オンラインによる授業を行うことができませ

んでした。住んでいる地域や経済状況の違いによってこうした学習格差を生むことになり

かねない状況がありました。 

一方、今回のコロナ禍を契機にオンライン学習環境の整備が大きく進むことになり、Ｉ

ＣＴの環境整備の推進に基づいたＧＩＧＡスクール構想の推進事業では、令和５年度まで

に達成するとされている児童生徒に１人１台パソコンなどの配備や今年度までに完備する

とされている高速大容量の通信ネットワーク環境の全校整備などが求められています。今

本事業を加速し、早期に整備することは、再び感染拡大によって休校となった場合や災害

のため休校になった際にも子供たちは均等な教育機会を得ることができ、学力の維持向上

につながる環境を確保することになります。国は、本事業についてＩＣＴの活用により全

ての子供たちの学びを保障できる環境を早急に実現するとして、補正予算にてさらなる整

備支援を決めました。そして、本定例会にＧＩＧＡスクール構想推進事業の通信ネットワ

ーク環境整備に関する補正予算の議案を本町は提案されたところであります。厳しい財政

負担になることは間違いありませんが、今後の本事業への取組についてお伺いいたしま

す。 

また、オンライン学習によって生じる費用負担についてお伺いしますが、緊急時におけ

る家庭でのオンライン学習環境の整備として、通信環境の整っていない家庭にモバイルＷ
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i―Ｆiルーターなどを貸与するための整備支援が決まっています。そこで、通信費につい

てですが、モバイル回線でも固定回線でもインターネット回線を利用すれば通信費が発生

することになります。家庭での学習環境の整備とはいえ、毎月の通信費の負担は低所得世

帯の家計を逼迫する可能性があります。現状では、国からの通信費の補助はないものと承

知しておりますが、低所得世帯に対する通信費の補助などの対策について本町はどのよう

な対応を考えておられるのか見解をお伺いします。 

次に、ＡＥＤ、自動体外式除細動器の運用についてお伺いいたします。ＡＥＤは、突然

心臓が正常に拍動できなくなった心停止状態の心臓に対して電気ショックを行い、心臓を

正常なリズムに戻すための医療機器であり、これまでもＡＥＤによって数多くの人々が救

命され、社会復帰を果たしてきました。その使用は、心停止発生から長くても５分以内に

ＡＥＤの装着ができる体制が望まれており、電気ショックが１分遅れると社会復帰率が９

％減少するとも言われ、心停止から電気ショックまでの時間を短縮するような配置上の工

夫が求められています。日本救急医療財団は、ＡＥＤの適正配置に関するガイドラインを

平成30年12月に改訂し、一般人が使用することを目的としたＡＥＤの設置場所を提示し、

ＡＥＤの効率的で円滑な利用を促し、心停止の救命を促進することを目的としました。こ

れまでのＡＥＤの普及は、設置数を増やすことに重点が置かれてきましたが、これからは

より効果的かつ戦略的な配備と管理が必要であり、設置場所の周知についても推進が求め

られています。 

さて、本町では、ＡＥＤの適正配置はガイドラインによる公共施設14か所に設置されて

います。常時ＡＥＤを有効に機能させるためには、インジケーターの表示確認やバッテリ

ーなどの消耗品の交換をはじめとする機器の定期的な保守管理が重要です。いざ実際の現

場でＡＥＤを必要としたときに有効に機能しなければ全く意味がありません。ついては、

本町独自のガイドラインを策定し、日常的な機器の点検作業やＡＥＤに対する知識と意識

の向上を図る必要があるのではないかと考えます。いつ担当者の変更があった場合でも管

理、対応に問題を生ずることなく機器の不備の発生を未然に防げます。ＡＥＤ管理ガイド

ラインの策定についての見解を求めて、質問を終わります。 

〇議長（髙橋成和） ただいまの３番、小澤議員の質問に対し、順次答弁を求めてまいり

ます。初めに、米田教育次長。 

〇教育次長（米田淳一） ３番、小澤議員の１件目のご質問、休校中の学習支援について

お答えいたします。 

 新型コロナウイルスの集団感染を防止するために長期にわたり休校を余儀なくされた学

校は、この６月１日より通常登校となり、本町児童生徒については全員が元気に登校して

おり、休校中小中両校においては適宜分散登校日を設けながら、切れ目なく家庭での学習

状況や子供たちの健康状態の把握に努め、学校再開に向けて予習を中心とした家庭学習課

題に重点を置いて指導に取り組んでまいりました。 

このような長期にわたる休校に対し、国においては家庭と学校を結ぶオンラインでの授
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業推進を推奨し、議員が述べられたＧＩＧＡスクール構想を加速させ、校内ＩＣＴ環境の

整備、児童生徒１人１台のパソコン整備と各家庭でのＷi―Ｆi環境の支援整備を全ての自

治体へ求めており、本町においても今定例会において校内環境の整備経費を計上し、引き

続き追加補正により年度内においてこれら通信環境の整備を完了させ、双方向でのオンラ

イン授業が可能となるよう現在学校と相談しながらパソコン端末の選定作業を行っており

ます。しかしながら、このたびの端末整備に当たっては全国一斉であることと、またパソ

コン端末の製造拠点が海外で、同じくコロナ禍にありますことから、確保には相応の時間

を要するものと思慮いたすところですが、極力早期に導入できるよう進めてまいります。 

また、学校を通じて児童生徒全ての家庭における通信環境の現況調査を行ったところ、

児童生徒118人中パソコンやタブレットなど何らかのインターネット環境が全くない子供

は22人で、これら世帯に対してはモバイルＷi―Ｆiルーター等の貸出しをもって対応して

まいりたいと考えております。 

ご質問の通信費でありますが、国の通達においては要保護世帯に対しては通信費の手だ

てを講ずるとされておりますが、教育委員会といたしましては再び休校によるオンライン

学習の必要性に備え、要保護世帯以外にもインターネット環境の全くない世帯にどう対応

するか検討中であり、極力子供たちの家庭の経済状況によりオンライン学習に対する通信

費の負担の心配が生じない対応を図ってまいりたいと考えておりますことを申し述べ、答

弁といたします。 

〇議長（髙橋成和） 次に、内野総務課長。 

〇総務課長（内野博之） ３番、小澤議員の２件目のご質問、ＡＥＤ管理ガイドラインの

策定についてお答えいたします。 

現在ＡＥＤにつきましては、突然心臓が正常に拍動できなくなった心停止状態の心臓に

対し電気ショックを行い、心臓を正常なリズムに戻すための機器で、役場、町民センタ

ー、小学校、中学校、こども園、町立診療所、温泉、ふらっと、そして各町生活館６台を

合わせ公共施設に14台設置しております。当初は、購入後各施設担当課において管理して

おりましたが、本体やバッテリーなどの消耗品には更新期限が設けられておりますことか

ら、町民センター、小学校、中学校、町立診療所、温泉の５施設につきましては、平成30

年２月の更新時期に合わせリース方式に切り替え、管理することにいたしました。今後そ

の他の施設に設置しておりますＡＥＤにつきましては、更新時期に合わせてリース方式に

切り替え、管理することとしており、リース方式に切り替えることにより機器の不備がな

くなり、必要時には有効に起動することができると考えております。 

ＡＥＤにつきましては、設置するだけではなく、より多くの方が活用できるようＡＥＤ

に対する知識と意識の向上を図るため、救命技能を習得するための普通救命講習会を役場

全職員に受講させており、また維持向上を図るために３年ごとに再受講しており、学校や

生活館に設置しておりますので、教職員や各町自治会役員の皆様にも受講してもらってお

ります。 
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議員ご質問のＡＥＤ管理ガイドラインの策定につきましては、現在策定しておりません

が、今まで申し上げましたようにリース方式による機器の管理、多くの方に普通救命講習

会への受講機会を拡充するなどに取り組んでいるところであります。救急の際、町内にお

いては地理的に消防へ連絡した場合すぐに消防職員が駆けつけておりますので、実際には

ＡＥＤを使用することはあまりないと思われますが、今後においても消防と連携し、機器

の管理、救命技能の維持向上に努めてまいりますことを申し上げまして、答弁といたしま

す。 

〇議長（髙橋成和） ただいまの答弁に対し、再質問があれば許可いたします。 

〇３番（小澤一文） ありません。 

〇議長（髙橋成和） ないようですので、打ち切ります。 

                                       

       ◇ 吉 川   洋 議員 

〇議長（髙橋成和） 次、６番、吉川議員、ご登壇の上ご発言願います。 

〇６番（吉川 洋） 通告に従い、２件について質問をさせていただきます。 

まず初めに、災害時の緊急避難計画について質問いたします。このたびの新型コロナウ

イルスの感染対策の当町における対応は、マスクの町民への配付、商品券の無償配付等、

近隣の市町と比べても早め早めの迅速な対応により、全町民をはじめ商業者等においても

安心をしたものとその対策に敬意と感謝を申し上げるところでございます。 

このたびの新型コロナウイルスのように感染症の発生時に避難が必要な災害が発生した

場合、避難方法が人の密集を避けなければならないことにより根本的に計画を見直す必要

があると考えます。従来の避難所だけの避難ではなく、安全な家屋による自宅避難、車両

によるマイカー避難等々様々な方法を考えなければならないと思いますが、避難方法、避

難場所の確保についてどのようにお考えかをお尋ねをいたします。 

また、このような状況時の非常食を含めた災害備品等の備蓄方法、配付方法も見直しが

必要と思われます。ライフラインが寸断をされ、早急に災害備品等の配付が必要なときに

は、今後設立されるであろう地域自主防災組織の活用を見越し、各町生活館等にも分散備

蓄をすることも一つの方法と考えますが、これらについてもどのようにお考えかお尋ねし

て質問といたします。 

次に、今後の教育現場の対応について質問いたします。新型コロナウイルスの感染防止

のため、小中学校が２か月以上にわたり休業しなければならなくなりました。児童生徒、

またそれぞれのご家庭においても不安な日々を過ごされたものと思う次第です。特に中学

３年生においては、受験を控え、大切な時期でもあります。どうか受験生に不安なく受験

を迎えられるようにその準備を進めていただきたいと考えるところです。教育委員会にお

かれましては、このような状況の中、今後中学校の学習状況などをどのように把握をし

て、教育環境をどのように充実していくのか、その対応についてお伺いをいたします。 

また、小学校においても同じようなことが言えると思います。特に１年生は、初めて小
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学校という組織の中で学びの入り口になるはずでした。学習内容においては、時間が足り

ないことも考えられると思いますが、一気に取り戻すのではなく、時間をかけてゆっくり

と進めていただきたいと思います。なぜならば、あまりにも急ぎ過ぎることにより学校嫌

いになり、勉強嫌いになることも考えられます。まずは、学校は楽しいところ、勉強は、

学習は面白いものと気づくことにより、将来学習意欲旺盛な児童生徒の成長につながるも

のと考えます。そのためにも教育委員会としてどのような方針の下に今後の教育環境を充

実しようと考えているのかをお尋ねをして、質問といたします。 

以上です。 

〇議長（髙橋成和） ただいまの６番、吉川議員の質問に対し、順次答弁を求めてまいり

ます。初めに、内野総務課長。 

〇総務課長（内野博之） ６番、吉川議員の１件目のご質問、災害時の緊急避難計画につ

いてお答えいたします。 

 災害時の避難所の開設につきましては、議員のご指摘のとおり、災害が発生した際、新

型コロナウイルス感染症拡大による複合災害に備え、従来の避難所だけを開設しても過密

状態を避けるためには指定している施設以外の公共施設を避難所としたり、避難場所を親

戚や友人の家にと検討してもらったりと避難場所を可能な限りの施設を開設することも考

えなければなりません。しかしながら、越前議員の答弁でも申し上げましたように検温や

体調の確認、ソーシャルディスタンスの確保など、業務の増加によりスタッフ不足が懸念

されますので、一概に開設数を増加させるだけでは解決できないことも考えられます。 

非常食を含めた災害備蓄品の備蓄方法につきましては、各町生活館にでも備蓄すること

も一つの方法とあります。このことにつきましては、現在各町自治会に対し、自主防災組

織を結成していただきたく資料等を送らせていただいております。先ほど申し上げました

ように避難所において新型コロナウイルス対策を講じなければならないことから、自主防

災組織が結成されましたら、災害時に必要な共助であるボランティアの提供と備蓄場所に

つきましても協議させていただきたいというふうに思っております。 

いずれにいたしましても、新型コロナウイルス感染症対策につきましては、これまで経

験したことがない闘いでもあります。今考えられる対策を講じてまいります。あわせて、

自然災害等による避難所の対応も大きく変化いたしますので、都度状況に合わせた対応に

努めてまいりますことを申し上げ、答弁とさせていただきます。 

〇議長（髙橋成和） 次に、米田教育次長。 

〇教育次長（米田淳一） ６番、吉川議員の２件目のご質問、今後の教育現場の対応につ

いてお答えいたします。 

さきの伊藤議員のご質問でも答弁申し上げましたとおり、長期の休校に及び大幅な授業

短縮を余儀なくされたことで家庭においては学習の遅れを危惧する中、今後学校において

は学力の維持向上と時数の確保に努めていくことが大前提と考えております。特に中学校

では体育祭を取りやめ、授業に充てる予定であり、受験を控えた３年生に対しましては各
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教科で未履修のないよう鋭意指導に当たり、公設学習塾の活用や町からの教材の有効活

用、また放課後の個別指導や夏冬休みの教室開放、３者面談等を通年どおり実施し、高校

受験に万全な学力の向上に努めてまいります。 

また、新学期期待に胸を膨らませながら登校を待ち望んでいた小学校１年生へは、勉強

や友達との交流の楽しさと基本的生活習慣を少しずつ身につけさせ、学校生活に溶け込む

ことができるよう学級担任のみならず学校全体でケアすることで心理的負担のない環境づ

くりを進めております。 

いまだ先の見えないコロナ禍でありますが、小学校、中学校ともにこの長期休業を契機

に子供たちが身につけた家庭学習の習慣を定着させ、今後に生かせるよう家庭と学校、教

育委員会が連携を取りながら、子供たちにとって最良の方策を講じてまいりますことを申

し述べ、答弁といたします。 

〇議長（髙橋成和） ただいまの答弁に対し、再質問があれば許可いたします。吉川議

員。 

〇６番（吉川 洋） 災害の関係についてお尋ねをしたいと思いますが、災害が起きたと

きに、想定外のことですから、いろんなことがあるかと思いますが、まずは対策本部立ち

上げ、そしてその対策に対して迅速に計画を進めていくということかと思いますが、普通

ならば対策本部の本部長というのは町長が多分なって、陣頭指揮を執るものというふうに

考えておりますが、例えば災害時に町長が出張をしているとかいない、もしくは災害はど

こにどんな被害があるか分かりませんから、大変失礼な言い方になりますけれども、三役

そのものが庁舎に出仕できないというような状況も考えられます。そのようなことを想定

した上で、２次、３次の対策本部の立ち上げについて考えていられるかどうかお伺いをし

たいと思います。 

〇議長（髙橋成和） 奥山町長。 

〇町長（奥山光一） ただいまの吉川議員の再質問について私からお答えいたします。 

 災害が発生したときに、災害の状況によりますけれども、第１次の災害対策本部、これ

を設置いたします。常に災害対策本部長は、町長である私がなるわけでございます。ま

ず、私の下で全ての課長、さらには第２次では係長、係員、さらには消防団員と召集体制

を図りながら、第３次体制は大きな災害が発生したという状況になりますから、全職員、

さらには消防団員の協力を得ながら災害対策に当たるというのが基本となっております。 

そこで、本部長である私がただいま質問にありましたとおり遠方へ出張でいなかった場

合については、副本部長である副町長がその任に当たります。ただ、現在の通信状況、昔

と違いまして携帯等が普及しておりますので、適時携帯を通じながら災害状況を遠方にい

ても確認できるような体制になるかと思います。これは、全ての自治体の首長がそのよう

な状況になるということになります。また、三役がそろって町内から出るということは基

本的にはありません。このような災害等を含めると、三役が大きく言うと道外に出てしま

うということは、基本的にはありません。あるとするとと考えても、恐らくそのような状
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況は起き得ないと思います。常に私もしくは副本部長である副町長は、災害対策本部にい

て、その指揮に当たる。また、近距離にいる場合については、直ちに本部長である私は町

内に戻ると。ただ、災害等で戻れない場合もありますけれども、先ほど申し上げましたと

おり、常に通信機器が以前と違いまして相当普及されておりますので、その通信機器を使

いながら指示に当たるというような体制になるかと思います。 

以上を申し上げ、答弁といたします。 

〇議長（髙橋成和） ただいまの答弁に対し、再度質問があれば許可いたします。吉川議

員。 

〇６番（吉川 洋） いない場合ということでなくて、私それも含めての質問だったので

すけれども、例えば災害があって、被害に遭うと。職員含めて、三役も含めて、私もそう

かと思うのですが、そんな状況も想定されるかなと思いますので、そういうことも含めて

今後そういう場合にはどういう対応になるのか、どこで災害本部を立ち上げるのかという

ことを考えておいていただきたいなという意味で質問させていただきました。対策本部を

きっちり立ち上げることによって、町民の皆さん安心されると思いますので、その辺の対

応を今後ともよろしくお願いをしたいと思います。 

〇議長（髙橋成和） 奥山町長。 

〇町長（奥山光一） どの程度の災害を想定されてのご質問か分かりませんけれども、常

に全職員が災害で庁舎に来れないというような状況にはないと思っております。三役もし

くは三役の次の災害対策本部の責任者であります総務課長が出てこれないとしても、その

次に常に順位がついております。各課長が出てこれる、もしくは課長の次には参事、主

幹、そして係長という順位が全てについております。これは、災害のみならず全ての業務

について順位がついておりますので、その順位に従った対応となるということを申し上げ

ております。 

〇議長（髙橋成和） 吉川議員、よろしいですか。 

〇６番（吉川 洋） ありがとうございました。 

〇議長（髙橋成和） これで質問を打ち切ります。 

以上で一般質問を終了いたします。 

 ここで暫時休憩いたします。 

休憩 午前１０時５４分 

再開 午前１１時０２分 

〇議長（髙橋成和） 休憩を解きまして議会を再開いたします。 

                                       

    ◎議案第１７号 議案第１８号 議案第１９号 議案第２０号 議案第２１号 

〇議長（髙橋成和） 日程第３、議案第17号から日程第７、議案第21号については既に提

案理由並びに内容の説明が終了いたしておりますので、順次質疑、討論、採決を行ってま

いります。 
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 日程第３、議案第17号 上砂川町税条例等の一部を改正する条例制定について議題とい

たします。 

 本件に対する質疑を受けます。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） ないようですので、打ち切ります。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 討論なしと認めます。 

 これより議案第17号について採決をいたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第17号 上砂川町税条例等の一部を改正する条例制定について、原案

のとおり決定いたしました。 

 日程第４、議案第18号 上砂川町手数料条例の一部を改正する条例制定について議題と

いたします。 

 本件に対する質疑を受けます。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） ないようですので、打ち切ります。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 討論なしと認めます。 

 これより議案第18号について採決をいたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第18号 上砂川町手数料条例の一部を改正する条例制定について、原

案のとおり決定いたしました。 

 日程第５、議案第19号 固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例制定につい

て議題といたします。 

 本件に対する質疑を受けます。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） ないようですので、打ち切ります。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 討論なしと認めます。 
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 これより議案第19号について採決をいたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第19号 固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例制定につ

いて、原案のとおり決定いたしました。 

 日程第６、議案第20号 上砂川町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例制

定について議題といたします。 

 本件に対する質疑を受けます。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） ないようですので、打ち切ります。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 討論なしと認めます。 

 これより議案第20号について採決をいたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第20号 上砂川町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

制定について、原案のとおり決定いたしました。 

 日程第７、議案第21号 令和２年度上砂川町一般会計補正予算（第５号）について議題

といたします。 

 本件に対する質疑を受けます。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） ないようですので、打ち切ります。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 討論なしと認めます。 

 これより議案第21号について採決をいたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第21号 令和２年度上砂川町一般会計補正予算（第５号）について

は、原案のとおり決定いたしました。 
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    ◎調査第２号 

〇議長（髙橋成和） 日程第８、調査第２号 所管事務調査について議題といたします。 

 お手元に配付しておりますように、行政常任委員長及び議会運営委員長から、会議規則

第72条及び第74条の規定により所管事務調査と閉会中の継続調査についての申出がありま

したので、委員長の申出のとおりこれを許可してまいりたいと思いますが、これにご異議

ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 異議なしと認めます。 

 よって、本件は委員長の申出のとおり許可することに決定いたしました。 

                                       

    ◎派遣第１号 

〇議長（髙橋成和） 日程第９、派遣第１号 議員派遣承認について議題といたします。 

これもお手元に配付のプリントに内容が記載されておりますように、これを派遣してま

いりたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 異議なしと認めます。 

 よって、本件は派遣することに決定いたしました。 

                                       

    ◎追加日程について 

〇議長（髙橋成和） ただいま議長の手元に意見書案１件が所定の手続を経て提出されて

おりますので、これを追加日程のとおり追加し、議題に付したいと思いますが、これにご

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 異議なしと認めます。 

 したがって、追加議事日程のとおり追加することに決定いたしました。 

                                       

    ◎意見書案第１号 

〇議長（髙橋成和） 日程第10、意見書案第１号 林業・木材産業の成長産業化に向けた

施策の充実・強化を求める意見書について議題といたします。 

 ８番、数馬副議長、ご登壇の上ご発言お願いします。 

〇副議長（数馬 尚） 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める

意見書（案）。 

 本意見書案について、会議規則第13条の規定により提出する。 

 令和２年６月19日 

 上砂川町議会議長 髙 橋 成 和 様 
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                         提出議員 数 馬   尚 

 賛成議員 吉 川   洋 

  伊 藤 充 章 

 本文を読み上げ、内容の説明とさせていただきます。 

 意見書案第１号 

林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書 

本道の森林は全国の森林面積の約４分の１を占め、国土保全・地球温暖化防止、林産物

の供給等の多面的機能の発揮が期待されており、これらの機能を十分に発揮させるために

は、「植えて育てて、伐って使って、また植える」といった森林資源の循環利用を進める

必要がある。 

森林の整備を進め、木材を積極的に利用していくことは、山村地域を中心とする雇用・

所得の拡大による地方創生にも大きく貢献するものであり、本町をはじめ、道内各地域で

は、森林の公益的機能の維持増進と森林資源の循環利用の実現に向け、森林整備事業及び

治山事業や林業成長産業化総合対策事業等を活用し、植林・間伐や路網の整備、山地災害

の防止、木造公共施設の整備、林業事業体の育成など、さまざまな取り組みを進めてきた

ところである。 

人工林資源が本格的な利用期を迎える中、計画的な間伐や伐採後の着実な植林を一層進

めるため、地方債の特例措置を継続するなど、森林資源の循環利用による林業・木材産業

の成長産業化の実現に向けて施策の充実・強化を図ることが必要である。 

よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く要望する。 

記 

１．森林の多面的機能を持続的に発揮し、林業・木材産業の振興と山村における雇用の安 

定化を図るため、森林整備事業及び治山事業の財源を十分かつ安定的に確保するこ

と。 

２．間伐、植林、種苗生産等を着実に進めるため、「森林の間伐等の実施の促進に関する 

特別措置法」を延長し、同法に基づく森林整備事業の都道府県・市町村負担分の起債 

を可能とする地方債の特別措置を継続すること。 

３．森林資源の循環利用を通じて林業・木材産業の成長産業化を実現するため地域の実情 

を十分に踏まえ、森林整備から木材の加工・流通、利用までの一体的な取り組みや森 

林づくりを担う林業事業体や人材の育成に必要な支援措置を充実・強化すること 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 令和２年６月19日 

上砂川町議会議長 髙 橋 成 和 

 提出先 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大

臣、農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣。 

 以上でございます。 
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〇議長（髙橋成和） 以上で本件に対する説明を終わります。 

 引き続き質疑を受けます。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） ないようですので、打ち切ります。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 意見書案第１号を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（髙橋成和） 異議なしと認めます。 

 したがって、意見書案第１号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化

を求める意見書は、原案のとおり決定いたしました。 

                                       

    ◎閉会の宣告 

〇議長（髙橋成和） 以上で本定例会に付議されました案件につきましては、全て終了い

たしましたので、令和２年第２回上砂川町議会定例会を閉会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

         （閉会 午前１１時１２分） 
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